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高
遠
九
条
の
会
主
催
の
映

画
「
戦
場
ぬ
止
み
」
を
鑑
賞

し
た
。
会
場
い
っ
ぱ
い
で
椅

子
を
増
設
の
中
で
ス
ク
リ
ー

ン
に
食
い
入
る
。
戦
中
、
沖

縄
は
激
戦
地
。
母
艦
何
隻
駆
逐
艦
何
隻

沈
め
た
と
し
か
、
住
民
は
聞
か
さ
れ
な

い
中
で
米
軍
上
陸
。
壕
の
中
に
火
炎
放

射
器
で
火
を
放
ち
民
間
人
が
犠
牲
に
な
っ

た
▼
53
年
に
強
制
的
に
軍
用
地
の
接
収

が
始
ま
る
。
「
1
坪
た
り
と
も
渡
す
ま

い
」
と
島
ぐ
る
み
抵
抗
し
銃
を
向
け
ら

れ
逮
捕
さ
れ
た
。
就
職-

水
道-

電
気
を

エ
サ
に
ア
メ
と
ム
チ
で
接
収
さ
れ
て
い
っ

た
。
そ
の
子
達
が
今
立
ち
上
が
り
、
特

に
女
性
が
た
く
ま
し
く
闘
っ
て
い
る
姿

に
感
動
し
た
。
カ
ネ
の
力
で
賛
成
、
反

対
に
割
れ
「
沖
縄
県
民
同
士
で
喧
嘩
し

て
ど
う
す
る
ん
だ
」
と
叫
ぶ
場
面
、
何

と
不
幸
か
▼
病
を
押
し
て
菅
原
文
太
さ

ん
は
翁
長
知
事
候
補
の
応
援
「
沖
縄
の

風
土
も
本
土
の
風
土
も
海
も
山
も
空
気

も
風
も
全
て
国
家
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
の

も
の
で
す
。
辺
野
古
も
し
か
り
」
思
わ

ず
涙
が
こ
み
上
げ
る
重
い
言
葉
で
し
た

▼
知
事
選
は
勝
利
し
た
が
工
事
は
再
開
。

機
動
隊
の
圧
力
に
め
げ
ず
、
♪
「
腕
組

ん
で
こ
こ
へ
ー
こ
こ
へ
座
り
込
め
ー
」

と
抵
抗
。
ダ
ン
プ
カ
ー
や
タ
ン
ク
ロ
ー

リ
ー
前
に
横
た
わ
っ
て
阻
止
す
る
住
民
。

10
万
の
大
差
で
勝
っ
た
の
に
民
意
を
無

視
し
て
進
め
る
の
は
許
せ
な
い
と
叫
ぶ

女
性
▼
半
年
で
２
０
０
０
万
の
戦
争
法

廃
止
署
名
が
訴
え
ら
れ
て
後
半
に
入
っ

た
。
沖
縄
の
皆
さ
ん
の
闘
い
に
連
帯
し

て
ア
ベ
政
権
に
抗
議
し
て
署
名
運
動
を

成
功
さ
せ
よ
う
。

（
Ｅ.

Ｋ
）

地 蜂

「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
消
費
税
」
「
戦
争
法

廃
止
」
を
、
上
伊
那
民
主
商
工
会
（
民

商
）
は
強
く
訴
え
て
い
ま
す
。
会
で
は

１
月
16
日
午
前
中
、
伊
那
北
駅
か
ら
西

町
ま
で
の
お
店
な
ど
約
70
軒
を
９
人
が

訪
問
し
対
話
し
ま
し
た
。

店
先
で
消
費
税
増
税
反
対
と
戦
争
法

廃
止
の
署
名
に
訪
問
し
た
こ
と
を
伝
え

る
と
、
７
割
余
の
人
が
二
つ
返
事
で
サ

イ
ン
し
ま
し
た
。
こ
の
日
の
署
名
は
、

消
費
税
増
税
反
対
が
52
人
、
戦
争
法
廃

止
が
76
人
で
し
た
。

消
費
税
署
名
は
国
会
に
定
期
的
に
届

け
２
５
０
０
人
を
超
え
、
戦
争
法
廃
止

は
５
０
０
人
を
突
破
。
「
税
金
ば
か
り

と
ら
れ
て
暮
ら
し
て
い
く
の
が
厳
し
い
」

「
政
府
は
庶
民
の
こ
と
を
少
し
は
考
え

て
も
ら
い
た
い
」
「
戦
争
だ
け
は
絶
対

だ
め
」
な
ど
多
く
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
署
名
を
し
た
あ
る
女
性
が

「
先
ほ
ど
こ
ん
な
署
名
用
紙
が
配
ら
れ
、

よ
く
読
ま
な
い
で
書
い
て
し
ま
っ
た
」

と
話
し
て
、
戦
争
法
を
推
進
す
る
桜
井

よ
し
こ
共
同
代
表
ら
の
「
美
し
い
日
本

の
憲
法
を
つ
く
る
１
千
万
人
賛
同
署
名
」

を
見
せ
て
、
「
修
正
液
で
消
し
て
返
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

改
憲
勢
力
は
７
月
の
参
院
選
で
の
３

分
の
２
の
議
席
を
狙
い
、
世
論
づ
く
り

な
ど
に
必
死
で
す
。

長
野
県
の
共
産
党
後
援
会
が
、
参
議

院
選
挙
必
勝
に
向
け
、
総
決
起
集
会
を

１
月
23
日
、

６

５
０

人

を

集
め

、

安

曇
野

市

で

開
催

し

ま
し
た
。

比
例

区

で
８
人
全
員
当
選
を
は
じ
め
共
産
党
の

大
躍
進
を
勝
ち
取
る
た
め
、
長
野
県
で

得
票
率
２
０
％
以
上
、
２
０
万
人
余
の

支
持
を
獲
得
し
、
さ
ら
に
野
党
共
闘
の

実
現
に
よ
り
自
公
勢
力
を
過
半
数
以
下

に
追
い
込
み
、
戦
争
法
を
廃
止
し
立
憲

主
義
を
取
戻
す
た
め
の
２
０
０
０
万
署

名
活
動
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
集
会
で
参
院
選
比
例
区
予
定
候

補
の
武
田
良
介
さ
ん
、
長
野
選
挙
区
の

唐
沢
ち
あ
き
さ
ん
が
決
意
表
明
を
行
い
、

井
上
哲
士
、
藤
野
保
史
両
国
会
議
員
が

国
会
報
告
を
兼
ね
て
あ
い
さ
つ
。
鮎
沢

聡
県
委
員
長
か

ら
野
党
共
闘
へ

の
考
え
や
参
院

選
必
勝
の
闘
い

方
な
ど
が
報
告

さ
れ
、
党
中
央

選
対
局
の
田
熊

和
貴
さ
ん
の
記

念
講
演
の
後
、

各
地
の
後
援
会
か
ら
戦
争
法
廃
止
の
２

千
万
署
名
に
と
り
く
む
活
動
報
告
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

戦争法廃止２千万署名達成を７月参院選
戦
争
法
強
行
か
ら
４
ヶ
月
。
戦
争
法
を
廃
止
し
、
立
憲
主
義
を
取
り
戻
そ
う
と
、

九
条
の
会
な
ど
多
く
の
団
体
や
個
人
が
、
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
宣
伝
、
ビ
ラ
配
布
、

集
会
、
２
０
０
０
万
署
名
な
ど
に
取
り
組
み
、
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

民
商
が
商
店
を
一
斉
訪
問
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紙
と
「
協
力
の
お
願
い
」
の
メ
モ
を
置
く

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
会
で
は
土
曜
日
を

中
心
に
行
動
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
が
、

都
合
で
参
加
で
き
な
か
っ
た
人
が
平
日
行

動
す
る
な
ど
目
標
の
早
期
達
成
に
全
力
を

あ
げ
て
い
ま
す
。

（
荒
・
談
）

手
良
九
条

の
会
は
、
新
年

早
々
の
１
月
３

日
午
後
１
時
か

ら
全
国
一
斉
の

ス
タ
ン
デ
ィ
ン

グ
行
動
を
行
い

ま
し
た
。

会
長
を
先
頭

に
６
名
が
参
加
し
「
ア
ベ
政
治
を
許
さ
な
い
」

の
プ
ラ
ス
タ
ー
と
「
手
良
９
条
の
会
」
の
幟

旗
を
掲
げ
て
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

正
月
で
し
た
が
、
30
分
間
に
51
台
の
自
動

車
が
通
り
、
多
く
の
人
が
車
か
ら
手
を
振
っ

て
応
え
て
く
れ
ま
し
た
。

（
高
）

福
島
原
発
事
故
か
ら
５
年
に
な
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
さ
よ
な
ら
原
発
上
伊
那
の

会
（
事
務
局
・
上
伊
那
医
療
生
協
組
合
員

セ
ン
タ
ー
）
が
中
心
に
な
っ
て
毎
週
金
曜

日
午
後
６
時
か
ら
、
い
な
っ
せ
北
側
広
場

で
「
原
発
な
く
せ
」
「
今
す
ぐ
廃
炉
」
な

ど
原
発
の
恐
ろ
し
さ
と
今
も
避
難
を
強
い

ら
れ
て
い
る
人
々
の
状
況
を
通
行
人
に
訴

え
続
け
、
１
月
８
日
（
金
）
で
１
５
０
回

に
な
り
ま

し
た
。

「
原
発

な
く
て
も

暮
ら
せ
ま

す

ね

」

「
事
故
は

い
つ
あ
る

か
心
配
、

早
く
廃
炉

に
」
「
が

ん
ば
っ
て
」

な
ど
の
激

励
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
事
務
局
で
は
「
短
時

間
で
も
行
動
に
参
加
を
」
と
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

「
原
発
な
く
せ
」

「
今
す
ぐ
廃
炉
」

い
な
金
行
動
１
５
０
回
を
突
破
！

「
あ
の
戦
争
か
ら
今
日
ま
で
、
戦
場
で

あ
り
続
け
た
島
の
運
命
を
、
今
度
こ
そ
断

ち
切
り
た
い
」
と
三
上
智
恵
（
映
画
監
督
）

さ
ん
が
製
作
し
た
映
画
「
戦
場
ぬ
止
み
」

い
く
さ
ば

と
ぅ
ど
ぅ

上
映
会
が
、
24
日
午
後
高
遠
町
内
で
開
催

さ
れ
２
０
０
人
余
が
視
聴
し
涙
と
怒
り
の

集
会
と
な
り
ま
し
た
。

映
画
は
、
マ
ス
コ
ミ
が
報
じ
な
い
沖
縄

の
現
実
と
、
「
命
に
代
え
て
も
」
と
い
う

沖
縄
戦
を
生
き
延
び
た
お
ば
あ
た
ち
の
思

い
を
描
い
た
も
の
で
し
た
。

「
基
地
問
題
を
沖
縄
だ
け
の
問
題
に
さ

せ
な
い
」
（
５
０
代
男
性
）
、
「
体
を
張
っ

て
頑
張
っ
て
い
る
姿
に
心
を
打
た
れ
た
」

（
６
０
代
女
性
）
「
純
粋
な
思
い
を
大
切

に
す
る
社
会
に
し
た
い
」
（
６
０
代
女
性
）

「
戦
争
法
廃
止
署
名
を
し
っ
か
り
集
め
る
」

（
男
性
）
な
ど
の
感
想
が
多
数
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

映
画
会
後
、

12
月
末
に
沖
縄

で
開
催
さ
れ
た

高
校
生
平
和
ゼ

ミ
の
平
和
集
会

に
引
率
参
加
し

た
先
生
か
ら
の

報
告
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

「
戦
場
ぬ
止
み
」
に

２
０
０
人
が
涙
と
怒
り

高
遠
九
条
の
会
が
主
催

新
年
か
ら
行
動

手
良
九
条
の
会

アピールする会員のみなさん

西
箕
輪
で
は
、
九
条
の
会

と
医
療
生
協
支
部
が
共
同
し

戦
争
法
廃
止
署
名
を
有
権
者

の
２
割
の
１
１
０
０
人
を
目

標
に
決
め
取
組
ん
で
い
ま
す
。

１
月
16
日
は
午
前
と
午
後

に
７
人
が
吹
上
地
域
に
入
り

署
名
81
人
。
22
日
は
羽
広
地

域
に
２
人
が
入
り
18
人
か
ら

署
名
を
集
め
、
合
計
２
６
０

人
を
超
え
て
い
ま
す
。
訪
問

先
で
は
、
「
安
倍
首
相
は
怖

い
、
戦
争
す
る
気
だ
」
「
安

倍
の
退
陣
に
協
力
す
る
よ
」
な
ど
の
声

が
聞
か
れ
、
会
え
れ
ば
署
名
し
て
く
れ

ま
す
。
中
に
は
宮
田
村
の
廃
棄
物
最
終

処
分
場
建
設
反
対
の
署
名
用
紙
を
差
し

出
し
協
力
を
求
め
る
人
も
あ
り
、
激
励

し
合
い
ま
し
た
。
留
守
宅
に
は
署
名
用

「安倍内閣の退陣に協力する」
と署名 ―― 西箕輪

会場いっぱいの参加者

未
来
へ
挑
戦
！

新
婦
人
伊
那
が
新
年
会

１
月
23
日
、
富
県
の
「
Ａ
ｊ
ｉ
‐
Ｓ

ａ
ｋ
ｉ
」
で
、
恒
例
の
新
年
会
を
開
催
。

11
班
か
ら
20
人
が
参
加
。
旧
年
を
ふ
り

返
る
と
と
も
に
、
沖
縄
を
始
め
全
国
の

仲
間
と
連
帯
し
て
、
平
和
な
未
来
を
つ

く
る
新
た
な
挑
戦
に
、
各
自
の
持
ち
味

を
生
か
し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
取
り
組

も
う
と
確
認
。
東
春
近
班
の
お
色
気
た
っ

ぷ
り
な
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
演
技
に
大
爆

笑
と
大
喝
采
で
閉
会
し
ま
し
た
。
（
尾
）

「いな金行動」参加者のみなさん
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前

史
（
上
）

上
の
原

中
村

光
利

「
運
転
手
さ
ん
の
住
ま
い
は
ど
こ
で
す
か
ね
え
」

「
伊
那
市
の
上
の
原
で
す
よ
」

「
そ
れ
は
ど
の
辺
だ
ね
？
」

「
昔
、
飛
行
場
だ
っ
た
所
で
す
よ
」

レ
イ
ン
ボ
ー
（
上
伊
那
生
協
病
院
の
通
院
者
送
迎
）
車
内
で
、

時
々
、
こ
ん
な
会
話
が
交
わ
さ
れ
る
。
市
内
は
も
ち
ろ
ん
、
市

外
に
出
る
と
「
伊
那
市
の
上
の
原
」
と
言
っ
て
も
場
所
が
わ
か

ら
な
い
人
が
多
い
。
で
も
、
高
齢
者
に
「
元
、
飛
行
場
だ
っ
た

所
」
と
言
え
ば
、
上
伊
那
じ
ゅ
う
知
ら
ぬ
人
は
い
な
い
。
何
故

な
ら
・
・
・
。

第
二
次
大
戦
中
の
一
九
四
三
年
か
ら
一
年
余
の
建
設
工
事
に

上
伊
那
じ
ゅ
う
か
ら
、
数
次
に
わ
た
っ
て
毎
日
千
人
以
上
の
規

模
（
男
十
四
～
四
十
五
才
、
女
十
四
～
二
十
五
才
の
未
婚
者
）

で
「
勤
労
奉
仕
」
と
い
う
動
員
を
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。

一
九
四
三
年
八
月
か
ら
埼
玉
県
の
陸
軍
飛
行
学
校
の
分
教
所

と
し
て
陸
軍
伊
那
飛
行
場
が
着
工
さ
れ
、
そ
の
中
心
と
な
る
施

設
部
隊
や
朝
鮮
人
の
人
夫
を
含
む
「
株
木
組
」
「
松
村
組
」
と

い
っ
た
建
設
会
社
を
補
完
す
る
形
で
、
当
時
の
上
伊
那
二
十
ケ

町
村
の
住
民
が
大
動
員
さ
れ
た
。

ま
た
、
翌
年
五
月
か
ら
は
、
旧
制
伊
那
中
（
現
伊
那
北
高
）

を
は
じ
め
、
飯
田
・
諏
訪
の
旧
制
中
学
、
さ
ら
に
伊
那
国
民
学

校
高
等
科
の
学
生
生
徒
ま
で
も
が
動
員
さ
れ
て
突
貫
工
事
が
行

わ
れ
た
。
今
の
よ
う
に
建
設
重
機
や
ト
ラ
ッ
ク
が
あ
る
わ
け
で

も
な
く
、
「
ト
ロ
ッ
コ
を
含
め
人
海
戦
術
だ
っ
た
」
と
聞
き
ま

し
た
。

（
＊
）
中
村
さ
ん
は
、
満
州
か
ら
引
き
揚
げ
、
一
九
四
六
年
、
八
歳
の
時

一
家
六
人
で
上
の
原
に
入
植
し
ま
し
た
。
こ
の
原
稿
は
、
二
〇
〇
七
年
二
月

～
の
「
支
部
だ
よ
り
」
と
翌
年
五
月
～
の
「
竜
東
の
ひ
ろ
ば
」
に
連
載
し
た

も
の
に
、
少
し
、
加
筆
、
修
正
し
た
も
の
で
す
。

プロ

民
間
企
業
が
宮
田
村
大
久
保
に

放
射
性
物
質
を
含
む
廃
棄
物
最
終

処
分
場
を
建
設
す
る
と
い
う
計
画

が
明
る
み
に
出
た
こ
と
で
、
近
隣

５
地
区
（
伊
那
市
の
東
春
近
、
西

春
近
、
宮
田
村
の
宮
田
、
駒
ヶ
根

市
の
駒
ヶ
根
、
駒
ヶ
根
東
）
の
農

政
対
策
委
員
会
が
合
同
で
、
１
月

１
８
日
夜
、
駒
ヶ
根
市
内
で
学
習

会
を
開
催
。
約
２
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

廃
棄
物
問
題
に
詳
し
い
関
口
鉄

夫
さ
ん
か
ら
処
分
場
の
計
画
や
問

題
点
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
「
万
一
の
事
故
で

河
川
や
地
下
水
が
汚
染
さ
れ
る
と

農
畜
産
物
へ
の
被
害
は
免
れ
な
い
。

農
産
物
の
取
引
に
も
大
き
な
障
害

が
出
る
」
と
危
機
感
を
募
ら
せ
、
建

設
反
対
の
た
め
に
宮
田
村
や
駒
ケ

根
市
の
反
対
組
織
と
連
携
し
た
１

０
万
人
署
名
活
動
に
協
力
す
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

36
名
が
参
加
、
子
ど
も
を
連

れ
て
の
参
加
も
多
く
、
「
元
気

が
出
る
ね
」
と
の
声
が
多
く
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
3
種
類
の
お
い

し
い
お
餅
や
料
理
を
食
べ
、
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

宮
田
村
に
計
画
さ
れ
て
い
る
民

間
業
者
の
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に

は
、
放
射
性
物
質
含
有
の
焼
却
灰
、
飛
灰
、
汚
泥
を

含
む
廃
棄
物
が
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
が
問
題
化
し
て

い
ま
す
。
放
射
性
物
質
は
、
人
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
危
険
性
が
あ
る
た
め
に
、
そ
の
処
理
と
管
理
に
は

慎
重
を
期
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
、
計
画
さ
れ
て
い
る
立
地
環
境
は
、
天

竜
川
と
太
田
切
川
の
氾
濫
原
に
あ
た
り
、
処
分
場
は

大
量
の
地
下
水
脈
の
あ
る
礫
の
層
の
上
に
作
ら
れ
る

れ
き

こ
と
に
な
り
ま
す
。
地
下
水
に
浸
透
す
る
恐
れ
や
、

周
辺
農
業
用
水
に
流
入
す
る
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら

れ
ま
す
。

ま
た
、
周
辺
住
民
が
廃
棄
物
の
積
み
下
ろ
し
や
破

砕
な
ど
で
粉
じ
ん
を
吸
い
込
ん
だ
り
、
粉
じ
ん
が
農

作
物
に
付
着
す
れ
ば
内
部
被
ば
く
の
心
配
も
あ
り
ま

す
。
風
評
被
害
の
心
配
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国
が

放
射
性
物
質
の
規
制
基
準
を
、
１
０
０
ベ
ク
レ
ル
か

ら
８
０
０
０
ベ
ク
レ
ル
に
引
き
上
げ
た
こ
と
は
大
き

な
問
題
で
す
。
す
で
に
、
宮
田
村
、
駒
ケ
根
市
、
飯

島
町
、
中
川
村
の
市
町
村
長
と
議
会
議
長
は
、
反
対

を
表
明
し
て
10
万
人
署
名
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

伊
那
市
も
議
会
も
、
住
民
運
動
に
呼
応
し
て
取
り
組

む
べ
き
問
題
で
す
。

宮
田
村
は
村
を
上
げ
て
反
対
を
し
、
駒
ケ
根
商
工

会
議
所
、
Ｊ
Ａ
上
伊
那
の
農
政
対
策
委
員
会
は
、
す

で
に
反
対
運
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

市議の窓

放
射
性
物
質
を
含
む

廃
棄
物
最
終
処
分
場
計
画

飯
島
光
豊

＆ ぷろ

１

放
射
性
物
質
な
ど
危
険
物
は
ゴ
メ
ン
！

１
０
万
人
反
対
署
名
へ
結
束

上
の
原
今
昔

前沢けい子後援会「新春のつどい」開く

シリーズ２



写
真
は
渡
辺
光
博
さ
ん
、
資
料
は
渡
辺
学
さ
ん
（
西
箕
輪
）
提
供
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田
楽
座
元
座
長

故

松
田
満
夫
さ
ん
の
こ
と
（
下
）

み

ち

お
美
原

木
村

保

ひ
と
は
「
た
ま
ゆ
ら
」
の
輝
き
が
人
生
だ

こ
の
芸
術
論
を
構
築
す
る
た
め
に
、
松
田
満
夫
氏
は
、
毎
年
、

民
俗
学
者
で
あ
る
向
山
雅
重
先
生
の
お
供
を
し
な
が
ら
、
雪
祭

り
、
冬
祭
り
等
々
、
霜
月
神
楽
の
調
査
を
続
け
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
自
分
の
芸
術
論
を
確
信
し
、
さ
ら
に
そ
こ
で
、
演
じ

ら
れ
る
場
所
「
舞
台
」
と
は
「
神
様
を
喜
ば
せ
る
た
め
の
場
所

で
あ
る
」
と
考
え
る
に
至
っ
た
。

今
の
「
舞
台
」
は
、
お
客
さ
ん
を
正
面
に
し
て
演
じ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
が
、
本
来
、
正
面
は
神
様
の
い
る
場
所
で
あ
る

か
ら
、
ホ
リ
ゾ
ン
ト
の
裏
に
隠
れ
て
い
る
神
様
が
正
面
で
あ
る

と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
演
者
は
、
後
姿
を
見
せ

ら
れ
る
演
者
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
松
田
満
夫
氏
は

考
え
て
い
た
。

そ
れ
を
、
彼
自
身
ま
だ
完
成
で
き
て
い
な
い
と
悔
や
ん
で
い

た
の
で
あ
る
。

で
も
、
松
田
満
夫
氏
の
芸
術
論
を
継
承
発
展
し
て
い
く
で
あ

ろ
う
若
い
座
員
が
育
っ
て
い
る
こ
と
を
、
私
は
、
松
田
氏
と
も

ど
も
喜
ぶ
も
の
で
あ
り
ま
す
。

松
田
氏
よ
、
貴
方
の
人
生
は
や
っ
ぱ
し
輝
い
て
い
た
よ
。

前
号
で
木
村
さ
ん
の
住
所
を
上
の
原
と
し
ま
し
た
が
、
美
原
の

誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す

随
想

☆ 「アベ政治を許さない」
スタンディング

２月３日（水）午後１時～

西箕輪大萱交差点

九条の会伊那市連絡会

☆ 柳川ひろみ後援会「新年会」
２月７日（日）午後２時～４時

中央区公民館 会費１０００円

連絡先 柳川ひろみ（76－5770）

☆ 飯島光豊後援会「新春のつどい」
２月７日（日）午後３時～

渡場すこやか館 参加費１０００円

連絡先 渡辺（72－4748）市川（73－2928）

☆ 日本共産党市議団議会報告会
２月１４日（日）午後１時３０分～３時

伊那公民館２階会議室

☆ ２０１６春闘学習集会
２月１９日（金）午後６時３０分～

伊那市振興公社（旧伊那勤福センター）２階

講師 吉田 豊さん（愛知県学習協会会長）

参加費 ５００円

主催 実行委員会

（73－3858 上伊那地区労連）

風物詩
でえもんじ（大文字）

（西箕輪上戸）
あがっと

☆「脱原発」いな金行動
毎週金曜日午後６時～６時半
いなっせ北側広場
主 催 さよなら原発上伊那の会
連絡先 医療生協組合員センター

小
正
月
14
日
の
早
暁
に
飾
り
付
け
を
行
う
伝
統
行
事
。
地
区
の
中
心
の

辻
に
、
様
々
の
飾
り
物
を
取
り
付
け
た
、
長
さ
12
ｍ
に
も
お
よ
ぶ
木
の

太
棹
（
で
え
も
ん
じ
）
を
立
て
る
。
道
祖
神
祭
の
一
つ
で
厄
除
け
・
家

内
安
全
を
願
っ
て
の
信
仰
行
事
。
（
「
西
箕
輪
誌
ー
ふ
る
さ
と
の
話
」
よ
り
）


